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京都府の国際化の現状

京都府内の市町村国際化協会と
地域日本語教室

京都府内では、17の市町村国際
化協会（国際交流協会）が活動し
ています。

また、各地で外国人住民のため
の日本語支援活動が行われてお
り、13の市町に約20の地域日本
語教室があります。



京都府の国際化の現状

日本語教育についての地域の現状

外国人住民が広域に散在していることから、各市町村の施策
としては優先順位が高くない。

府内市町村国際化協会や地域日本語教室の多くは人員も財
政も非常に限られている。特に地域日本語教室は行政の支
援も得られずにボランティアの善意と熱意で成り立っていると
ころがほとんど。



多文化共生

日本語学習支援

外国人児童等の教育支援

災害時支援

多文化共生推進体制の整備

留学生等支援・交流促進事業

国際交流・理解

国際理解促進事業、CIRの派遣

国際協力

JICA京都デスク、活動報告会

事業体系



日本語学習支援における課題

日本語を学ぶ場所がない → 日本語教室の立ち上げ

日本語を指導する人材の不足 → 人材の養成

日本語指導について学ぶ機会がない → 研修機会の提供

教室同士のつながりがない → 教室のネットワーク化

課題解決のための地域のリソース

市町村国際化協会

日本語支援ボランティア

大学・日本語学校

地域日本語教室ネットワーク組織

京都にほんごRings
京都府内18のボランティア日
本語教室から構成されるネッ
トワーク団体。当センターと
の相互連携により日本語支
援ボランティア・団体をサ
ポート



取組内容 人材の養成・研修

日本語支援ボランティア研修会

ボランティアのレベルアップを通して日本語
学習支援の充実・活性化につなげる

京丹後市、福知山市、綾部市で合同
研修会を実施（平成21年～24年）

日本語学校の協力を得て広域研修として実施
参加地域（平成25、26年度）
北部：京丹後市、綾部市、福知山市、京丹波町、南丹市、亀岡市
南部：京都市、宇治市、長岡京市、久御山町、八幡市、城陽市、

宇治田原町、京田辺市、精華町、木津川市



取組内容 人材の養成・研修

日本語支援ボランティア養成講座

日本語学習支援を担う人材を養成することで

地域日本語教室の立ち上げを支援する

京丹後市（平成21年度）、城陽市（平成23年度）、
南丹市（平成25年度）、亀岡市（平成26年度）で実施

京都にほんごRings、大学、日本語学校などの協力を得て実施

※講座修了後のボランティアの受け皿を確保した上で実施

※事前にオリエンテーションを実施



取組内容 人材の養成・研修

日本語初期指導担当者養成講座

日本語教育に関わる人材が限られる
府北中部において、各地域日本語教室の
大きな課題となっている初期指導を担える
人材を養成

参加団体： 京丹後市国際交流協会、福知山日本語交流会、綾部国際交
流協会、京丹波町国際交流協会、南丹市国際交流協会、亀
岡国際交流協会

時間数： 100時間（5時間×20回）

協力： 公益財団法人京都日本語教育センター（京都日本語学校）



取組内容 モデル日本語教室

外国人住民のためのにほんご教室

年2回（5～7月、10～12月）
基礎クラス（20回）、会話クラス（10回）

学習教材の公開と府内教室からの

授業見学受け入れ

→モデル日本語教室としての位置付けが

明確に



取組内容 モデル日本語教室

学習教材の作成

「生活者としての外国人」カリキュラム案を活用して作成

基礎クラスⅠ

自己紹介する、注文する、家族を紹介する、

目的地をたずねる、希望・要求を伝える、

ゴミの出し方をたずねる、警察・消防に連絡する

基礎クラスⅡ

初対面の挨拶をする、診察を受ける、人を誘う、携帯電話の契約をする、

面接を受ける、災害情報を聞いて適切な行動をする

※テキストに対応した指導書および翻訳版（英語、中国語、韓国・朝鮮語、ス
ペイン語）を作成



取組内容 ネットワークの形成

京都府北中部地域日本語教室ネットワーク会議

第1回準備会（平成24年12月）、
第2回準備会（平成25年3月）

第1回ネットワーク会議（平成25年8月）
参加団体：市町村国際化協会および

日本語教室（11団体）

ボランティア日本語教室ネットワーク「京都にほんごRings」との協働

※南部地域については「京都にほんごRings」定例会議を年4回実施



取組内容 ネットワークの形成

日本語教室運営研修会

各教室の指導・運営方法などの活動紹介と他教室との意見交換を行うこ
とで、現状や課題の共有とボランティア同士の交流を促す。

口頭発表とポスター発表による教室の
活動紹介と交流会（各回3～4教室）

京都にほんごRings（18団体）と共催



取組内容 啓発・広報

「京都にほんご教室マップ」の作成・配布

府内23ヵ所の地域日本語
教室の情報を掲載

日本語、英語、中国語、

韓国・朝鮮語、フィリピン語の

5か国語表記

各教室の広報強化

WEB版の公開



成果と今後の取組

成果

日本語教室のネットワーク化を実現することにより教室間の情報共有や
日本語教育体制整備についての検討の場ができた。

養成講座や研修会など人材育成により教室の新設やボランティアの質の
向上が図れた。

日本語教室の設置によりカリキュラムや指導法など地域に向けて参考と
なる教室モデルを示すことができた。

今後の取組

教室空白地の解消と教室存続への支援（行政機関との連携）

各教室において課題となっている初期指導の取り扱いへの対応

日本語教育の意義を周知し、その必要性について一般住民の理解を得
る



取組の過程
年度
（生活者事業）

ネットワーク 研修 支援者養成
（教室立ち上げ）

モデル教室 その他

京都にほんごRings設立（H14）
情報共有・課題解決のための会合（年4回） ⇒ 検討課題

・北部での研修
・教室空白地でのボランティア養成

H21 北部3市合同
研修（～H24）

養成講座
（京丹後市）

H22

H23
(養成・研修)

養成講座
（城陽市）

H24
(A)

・北中部ネットワー
ク会議
・教室運営研修

・学習教材の
作成・公開

・授業見学の
受入

府内教室マッ
プ作成

H25
(B)

北中部・南部
研修

養成講座
（南丹市）

H26
(B)

初期指導 養成講座
（亀岡市）

啓発・広報活
動



日本語教育事業の実施について

京都府国際センター

地域国際化ネットワーク会議
日本語教室ネットワーク会議

事業受託
助成申請

協力依頼

講師派遣

実施希望調査

共催依頼

文化庁 CLAIR

京都にほんごRings
日本語学校 大学
日本語教育機関

市町村
市町村国際交流協会



亀岡日本語教室の事例

亀岡国際交流協会 西岡正志

TEL: 0771-29-2700 Email: kikaku@galleria.city.kameoka.kyoto.jp



亀岡市の基本情報

京都市の西隣に位置する

面積２２４．８ｋ㎡（大阪市とほぼ同じ）

京都市へは電車、車で約２０分。

人口 ９１，１８８人（平成２７年６月亀岡市資料）
京都市、宇治市に次いで府下で３番目に多い。

外国人住民数 ７９７人（平成２６年京都府国際課資料）
府下で６番目に多い。



亀岡国際交流協会

設立 １９８３年６月２８日

目的 世界各国の人々との国際理解と親善を深め、

世界の恒久平和に寄与する

会長 栗山正隆亀岡市長

事務局 （公財）生涯学習かめおか財団

平成２３年度までは（財）亀岡市交流活動センターが事務局。公益法人
制度改革に伴う市内の外郭団体の整理、統廃合により解散。平成２４年
度は亀岡市が事務局。平成２５年度から生涯学習かめおか財団が受け
継いだ。

運営経費 会費、亀岡市補助金等



日本語教室開講まで（１）

平成２５年まで、亀岡市には日本語教室がなかった。

在住外国人に関する情報は、統計人数、国籍別人数以外の詳しい
情報がなく、日本語教室を必要としている人がどの程度存在する
のか分からない状態。（これは現在も変わっていない）

京都府国際センターが開催する京都府北中部日本語教室ネットワ
ーク会議や、京都にほんごRingsの会議等で、他地域の取り組みを
知り、日本語教室の意義や必要性を理解。

平成２５年度に隣の南丹市で日本語支援ボランティア養成講座が
開催される。亀岡市からも数名参加。



日本語教室開講まで（２）

平成２５年７月、市民サークルや個人で、国際交流、多文化共生活
動をされている方に呼びかけ、日本語教室開講に向けての協議を
開催。必要性について認識を共有。

自分たちで日本語教室をやっていきたいというボランティアが数名
集まる。

南丹市での養成講座受講者、退職教員、国際交流活動を行う団体
のメンバーが中心。（日本語教師有資格者３名）



日本語教室の開講

約２か月の間に協議を重ね、平成２５年９月１日、日本語教室を開
講。

学習者がどれだけ集まるか不明なまま、日本語の教え方なども手
探りの部分も多く、試験的開講の色合いが強かった。

新聞で紹介されたことで広まった。他は知り合い等に個別に声をか
け、口コミで広がった。

開催当初は学習者８名、支援者１２名。



開講当初の状況

当初は、国際交流協会内でも予算措置されておらず、学習者から
の参加料（１回３００円）で運営。教材・資料購入等に充てる。

会場は、生涯学習かめおか財団が管理する亀岡市の生涯学習セ
ンター「ガレリアかめおか」を無料で使用。

多くの日本語教室が会場費の捻出に苦労している。亀岡市は生涯
学習かめおか財団が生涯学習施設の指定管理者であり、国際交
流協会の事務局であったため、この点は恵まれている。

支援者は無償（交通費も無し）



開講後の展開

平成２６年度から、協会内に正式に日本語部会を設置し、予算を
計上。（平成２６年度予算 ２６４千円）

支援者には少額ではあるが交通費を支払っている。（１人１回２００
円）

平成２６年５月～７月、京都府国際センターが亀岡市で日本語支援
ボランティア養成講座を開催。

４６名が参加、終了後２６名が日本語教室での活動を希望。

（仕事や家庭の都合などで最終的には１６名が活動）

日本語教室開講から半年が経過し、一定の形が整い、口コミで参
加者が増えてきたタイミングであったことから、教室の充実に大き
な効果があった。



教室の風景



他団体との連携

個別の市町村内での活動だけでは、他地域の情報が入ってこない
ため、必要なものが見えないことがある。

亀岡の日本語教室に関しても、近隣地域からの情報があったこと
がきっかけとなった。

日本語教室が始まっても、支援者のスキル向上のための研修や、
最新情報の取得など多くの課題がある。

亀岡市では、近隣の南丹市、京丹波町の国際交流協会と日本語
教室を中心に連携を強めており、研修や情報交換を行っている。

また、各地域では教室の運営が精いっぱいという所も多く、国際セ
ンターのような中間支援を行う団体の存在は非常に大きい。


